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急隊現場到着時，収縮期血圧 76mmHg，脈拍 102 回/分
のショック状態，JCSII-30の意識障害で当救命救急セン
ターに搬送された．左前胸部に打撲痕あり．初療での



































































































































で STIR にて膝関節に高信号を認めた．入院 8日目に膠
原病リウマチ痛風センターにて施行した関節エコーにて
5関節以上に及ぶ滑膜炎所見を認め，リウマトイド陰性
多関節型 JIAと診断した．メトトレキサート，プレドニ
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